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福井県北部日本海沿岸に位置する日向湖，菅湖，三方
湖，久々子湖（水月湖を加えて三方五湖と言われてい
る）と，福井県北部日本海沿岸に位置する北潟湖におい
て，コアリング調査を行いました。採取した湖底堆積物
の無機分析と肉眼観察を併用し，災害史を含む古環境
変遷史の復元を目指しています。今回は，現在までに明
らかとなった結果について発表します。

立命館大学環太平洋文明研究センター（R - PPC ）は
「環境と文明のあり方を根本から問い直し、環太平洋
地域の災害と文明の興亡を解明する」ことを目的とし
てつくられた人類学、環境考古学、地理学、考古学な
どの研究者からなる研究組織です。

定例研究会には、学生、院生、教職員、どなたでもご
自由に参加できます。今後、各分野の研究者が持ち
回りで発表します。
どうぞふるってご参加ください。

三方五湖から環境変遷が見えます！？

立命館大学環太平洋文明研究センターHP：
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